
いる状愚 で′お金 を出 して-bお兼 が手に入 らず､.止 むな <ウ ドン腹 をか ゝえ

t.iLl慶 ()をする破百 となっf= こともある｡

ところ で . 冒A 人の東夢 は′矢傷 に圏する ことが多 い と云われ るが ,われ

われ フ ィー'L-ドに出 る ことの多 い鹿 は一天象 に東新 軌 廿 を魔 か ざるを藤恵 い｡

劇 姦Iこく＼hIゴ ､ ′ 天衆孝額 の鹿耳 率 の悪 さに文句 をつけ る鑑 ビ藩 むが.姦し＼山

などで は膝に生死 を舟 っか らで為る ｡そこど/ 大泉予教 な らぬ犬東予蕗 を鼓､

み る ニ ヒになる,いわ ゆる嵐 未客気 は .局 鹿鴇 を大勝 の牌藤 に和裁が あれ比､二
■

かな ()底廟 で きる もの らしい ｡武 乾生 と泉 石山地 を鋳 れ た麻 ′鹿 見者放 くの

小ピ-ク恵盆山 の項上 ビ ′ 暴 れか ゝる宙 の坐 の,澄 Lだ､貴重 と巌乱 を轟 かせ

る膚磨 き の美 しきに息 をのんを ことが あるが.期 せず してニス の tlから廃 れ

た の/f′''弼 日 は鑑定な O とい う書資で あ っ左 .質 して監朝 は雨 .濡れそ(ど

れなが ら.下界 へ の蛍 を辿 る こ ヒ ヒ&-っfC.別 の蕗 .同 じ南ア の赤石岳 の項

まで -.腐れ渡 った朗 の室の一価 に.教 条の患者蜜 を触れ 連_を急 いで′小者

の盛一顧 七両 ヒよった こともあ る,

t ら厄神 が か()輯 ヒなる と′長期 予轟 も偽 感適 中する 二 日 ブ＼:､ある ｡紹鬼19

年 J多年 放生各面 に且 いぞ と,気象庁や毅 に耳施 しt予言 し/=ところ.廉 百

･泉 ではよさに主席 雨鹿 渡 ,気候尊卑 汝の M葱輩 に敷物 命患嵐 と鮭 われ r=｡

車扱 のよらな気象 賓舟 の生 しい ところで は.予報 /i:J<Lらに予患歯 ヒな る ･

鼻 門象 Iよさす抑 こ焼章で,な かなか明度 な感番 を下とない .そ こゼ美人遵 L'i

わ いわ い噛 める , こ とに′軒 紺として天候 が廃 って痛 い 酎 こ盛 んされ る こと

I二で斗 なる と.生 を眺 める軌 鑑斗自然 に身につ<o確和基 地 でIf,気圧が像

めて低 い鯨で も .天候 が良 いこ kが多 し､が ′気色が ぐんぐjL上席 して くる痔

虻覆∴､.次 にが タン と急蜂下 し亡嵐 となるか らtlぁる,ベ ロ X -夕一 l=目鼻

ヒめての予鮭は′フ ィールドで は馨 しい J 鼠匂わ展鹿 ノ気温 を蘭 で感 じをが

ら′豪行 きを魂か め;a｡ こらした峯 の巌巌 TtE産 に して.艶天質象 のJhhltJiAe
を希 えた こ1t古あ った ｡

汝頃 吐, トラ}ジ スダチゾオ の卿鮭 もあ っこ,こら した原磯舟藤 鼻鑑鍵 ,I

た らしい b しか し. こんな轟=b身 え丘か＼6;フィ ール ドを歩 けば､′暑 さも蚤で

量 .また藩ヌ僚 Jl竜 /さ して腹が'立走査 <をるの は .天気孝巌 の･妙味ゼ ああ

お 茶 大 に′来 て
原 島 則

3 河東 日 Q 直 別息 の席で康 が しく藷す私 に向 って同教 生の -人が官 いま し

た ｡ ｢普 虻何処 へ行 って:bL＼い すダあま{)喋 らな い 駄らが いいよ｡填 る と地

がで てしま るが発 っていれ ば癌鹿 /骨戯 あヾ って立 教 に見え るよ o｣Laめt3



れ たのか けな され たのか わか らない /-砂 改発舟 になっ た あの 司か ら2 ケ胃が

過 ぎよ う として います Q

お最大 に動手 として勧 め磯 め′メ 前に比 べ巌 日展 則正 しい盤遍 をお くるよ

うに 象った私 は. このわず か の穫酎ニ ′ し､くつ かの褒 掲 ある新 しい車席 を見 簡

き しよ した . そ の ことに つ いて少 しd:､か ()_虹 ぺこ みたし､ヒ思 います が /患 ヒ

･もこ'ん に:L生活後藤 が痩い ので J自分 の拳 生 壁漆 と比べて しか痘魔 乏述 べ るこ

とがで きませ 亮 ｡教養 高 空ヰ 也 の索武 生電着す お茶 大 と野 八滴碑 を薯 塔 にす

る贋粛 田とで は.気象縛 に尊厳 の健勝 が 異 な ()比 薮ゝ する ことが 鷹雀 な の は+

金 茶尭=ーで います ｡

お各大 里 鑑 とt も勤勉 です UI(の蛍 に衝 い た (), 今立 予感 していを以 上 に

敗 盈斜 の人 を ち虻よ く腰 轟 している よ るに思 うす ら九 ます ｡轟義畳 を巷 間 鬼

る と一也っせ ヒ ノ- 卜を と ってい,6人 た ち′そ して ′ い つも姦 入 射 ま薮凍廉.

抹 叙療研 J<Lrえ剣 術 Lく研 究室 .感度 ゼ帝 王=二太 め池田 に取表乱んで いま す 1. 顔

付 き薄鉾 の働 く親 か ら毅ALません .帝新 , 寅 をめ く った リ/胃 が上下左右 に

濃蘭 してい る と ころを見 九は'晩 っtい るのど はな いよbで す. この強腰r王は

太 紫 紺な ものか斗 知れ ませんが .--っにd:患 任 の免 生者 の感 leを轟 常 と′単

科 の /ク ラス平均 /㌻名 裾 とい う少 人数 制 に よ ってい る と奮 えま す a 泉 が庇

癒 した社会 斜勉密 教者 の/グラス の人数 は /05-名 で′樫展 の中 で-蕃-教 の少

ない もので も 地変ぜ ミナ -ル の痔 の 2_5眉 で した ｡泉 門科 目 の級栄 ゼ JDO Jg

を越 すも のは夢 かっ+=し.-吸教奇 に登 って 紋大教室 で 309人鹿 の摩生 に番

ってマ イク で轟泉 内廃 を風 すのは珍 しい ことで はあ りませL で した ｡ 砿過 に

はもちろ∠都 合よ く.象 の 息ら ぞ鼠 っt い か )/風 軸轟 ゑ象Lだ リ′姓閉講

を していて竜 それ展 官立 とない武 ()に′多 数 の中で ,鮭 生 と彦 星/草 生 同恵

の疎茎 が/yな いをあ お互 を嵐執する ことか'で 生ず集 気 カにな っ こい (頗 画 が

あ ()よ した ｡そ の点 .何 人 格の患 蛙｣二番 円 の彪 盤 ノ 個 人塘 簡贋 に整数 を象 っ

て 首 LLえ /-人 .-人 が 大柳 こされ てい名お廉 太 生 を厳 しく療 じま Lr=0

3 I 4L年食 間のtitミヤ - ル に参加 で きaのは最 近 の楽 しみ の - つです u3

卑 生 の ｢*ラネi･ア ･,koリ孝レ アの勉 藷 ｣潜鹿 も 下 請 八 に時 間が かけで ある

のか をかなか 覇 き ざたえが あ ()/賓 喝の応 酬強者篠 になっ て きま L,た､つ著 べ

t 室を新 しし､知義 を鹿渡 す る ことば患泉 ある ことで すが J そ の上 ノ レポータ

ー が畠命な ()の問題点 をさ ぐ()出 し.重 責 に凝廃 し/ し､ろLな患 農 産嘩 <こ

とも大顔 です ｡ この虜 の主鮭は レポ-37-にあるので すか ら ′ゼ ミナ-ル の

好漁 を盛 ん にするた め多少の演 出があ って 為 し＼いで しょ ら し/新 線 の鼻 白 に

粛 貞東 風 が加わ れtで,生 らに如 魂 に深歳が ます のゼ ぼな いで し上 ろか っ童 っ

___,i-㌧_



とも っ とや つつtTを (),埠 っっ ITられ たりす る虜 を藍 也て下 さい ｡

お藤 久で の底魚 を少 しばか り述べ ま したが . な とは と量あれ ノ野飯盛 な宙

由 の中で 八 間藤あ S､れ る及 rJち を爆 f=革席 田 の虹娃療 しく. 来 たる新 しい塗

潰 に フ ァイ トゑ嫉 して し､急 この頃 です ｡

スポッ
私 の 近 況

井 上 頻 美 子

風 雨 に入 ()うっ とう しい毎 日で ござ いますか .老 境 お一度 やか(,Lお過_Lでい

らっ しゃ いますか D

卒業 生 の皆戒 もお衝 きおよ び■が と存 じます が■′私 .去 a 3日束 をもちま し

て ′ 長 い 間 お.政宗 にな ()よ した地盈 単教室 を鼓 し. 4L日よ ().神泉 )11県 立)11和

島庚 の教 親 に丘 ()乏 しf=｡お茶 大在 地 車 は ′密タと生方 をはLrめ 男 山 さん ,皆

々廉 に 一方な らす､お姓 諸 にを リ′巌 に あ ()か､と ろ ございよ した ｡

川和 高庚 li鹿 浜有 産 丸監L:で きr=細 線風 で .冬 は /年生 しかお ()よ也 ん .

財｢豪族 ヒい うの は丈掌鳳 ()何 もか 旬薪~しく作 っ1 い くわ けで . 6=か 丘か大変

で すが それ だ､仁‖二や ,)甲史 も あ ()ま す ｡鮫長以 下 之 C 名 とい ろ小人数 の庚 申

で単 東雀_卓 を して い く珂凝 上 , /I(1象 も5康 弘や 盾 ことにな ().私 立ク 5;

ス生産 (席 そ うですが .L人の ちぢの年長者 ヒい るので ),吸 音嶺藩 邸 ′ p･T.

A許観 衆 をおおe っか ()′a･か なか 多･Ftで す ｡ 旦 渚 歯､寒帯 も賭 (=卸商 と清轟

の頗 ヒあ ゥて ′生徒 にぐ っヒヒら毅 を財 グ せな け九 ば'な らな い ところで す ｡

象度 斜 の鬼 蛙か､い らっ しゃL-Lな か った ため ′ 車 生産 の利根 の デザ インまで す

るIilめにな りま Lr=D亀聾 とデザ､ィンで は あま (JIこか すはなれ た ことで す飢

いろ いろar愛 しT=療果 ノ鹿 の学巌 にみ /}九な い - オユ ニ -クな利 月銅 でゼ き上

'),軌 に強 姦 を麻 して います ので ′気 をよ く して 日下壷屋 間ブ ラウス をデザ

イン中 です p
～

この営東 庄野手 のガが多 く ′東 尊 で はあ りますか 席 女帝 L:くせず, 欝女 別

の クヨス にな ってい ます ｡私 は女子 の正 一A ク ラス の鑑底 で /嵐 東 も亮 子 3

クラス ヒ野 手 lクラス 童受終 ってお ()ます C級 身許 巨‖よ地産 王 . /グクズ の

入鹿が SO名以 下ですか ら割にや ,)易 いどす c 数材 教具 も凝 少 暗夜 凍 えて い

ただ､空 /一 寸/ft型 地寒 蛍厳 密 が 王 室を感 じです o 車 で立敗 軍 嚢戚 ･ど こ-)L,

輿勉威儀 ･ プ ラステ ー/グ毅必形腐 型 年 どは大 へ尤度 い易 く遠 野 L/t針 ノます･
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